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関 係 法 令
政 令
第 14 号 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に
関する法律施行令 39. 2. 3官報
第 19号 予算決算及び会計令臨 時特例等の一部を改
正する政令 39. 2 . 24 // 
省 令
文部2 号 義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に
関する法律施行規則 39. 2. 14官報
文部3号 国立大学の学科及び課程並びに講座及び学
科目に関する省令 39. 2.25 I/ 
大蔵4号 国の会計帳簿及び書類の様式等に関する省
令の一部を改正する省令 39. 2.2 6 ,, 
報 第 51 号
告 示
文部 8号 昭和39年度において発注する土木建築に関
する工 事， 施設等の解体運搬に関する工 事及
び造園， 造林等の工 事又は物品の製造， 物件
の買入れ若しくは立木竹の売払いの一般競争
及び指名競争に参加する者に必要な資格， 資
格審査の申請の時期及び方法等を定めた件
官庁報告
39. 2 .  4官報
文 部 省 昭和39年度国立大学学生募集要項（第2期校〉
39. 2. 8 官報
人 事院 昭和38年度国家公務員採用東海・北陸地方
中級試験合格者 39. 2. 1 I/ 
公 告
日本育英会 日本育英会奨学規程の一部改正について
39. 2 .12 官報
支部省令第3号
国立学校設置法 （昭和2 4年法律第 150 号） 第6 条の
2 及び第7条第2 項の規定に基づき， 国立大学の学科及び
課程並びに講座及び学科目に関する省令を次のように定め
る。
昭和39年2月25日
文部大臣 灘尾 弘吉
国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科目に
関する省令
1 国立大学の学部に学科又は課程を， 国立大学の学部文
は学科に講座を， 国立大学の学部， 教養部又は学科に学
科目を， 別表第1 から別表第72までのとおり置く。
2 国立大学の大学院に置く研究科の名称及び課程を定め
る政令（昭和沼年政令第96号。以下「大学院政令」とい
う。） に規定する研究科のうち5 年の課程又は 4 年の課
程の研究科の基礎となる講座を博士講座といい， 大学院
政令に規定する2 年の課程の研究科の基礎となる講座を
修士講座という。
附 則
1 この省令は， 公布の日 から施行し， 昭和38年 4月1 日
から適用する。
2 国立大学の講座に関する省令（昭和2 9年文部省令第23
号）は， 廃止する。
別表第1～別表第31 〈略〉
別表第32
富山大学
1 -
文 理 学 部
文 学 科
哲 学，
東洋史 学，
国 文 学，
ドイツ語学，
哲 学 史， 国 史 学，
西洋史 学， 国 語 学，
英 語 学， 英 文 学，
ドイツ文学
電 気 通信，
工業化学科
有機工業化学，有機合成化学，無機工業化学，
工業物理化学，単位操作，プロセス 制御
金属工学科
金属材料学，
非鉄冶金学
機械工学科
応 用力学，
流体 工学，
生産機械工学科
学 科
代数学及び幾何学， 解析学及び応用解析学，
固体物理学， 量子物理学， 物質構造学，
物理 化 学， 有機及び生物化学， 無機
及び分析化学， 動物形態学， 動物生理
学， 植物生理学及び形態学， 地 学
（一般教育等）
哲 学，
歴 史 学，
美 術，
統 計 学，
社 会 学，
化 学，
英 語，
ラテン語，
教 育 学 部
小学校教員養成課程・中学校教員養成課程
国 語 学， 国 文 学， 書
歴 史 学， 地 理 学， 法
経 済 学， 代数学及び幾何学，
解析学及び応用数学， 物 理 学，
化 学， 生 物 学， 地 学，
声 楽， 器 楽， 作 曲，
絵 画， 彫 塑， 構 成，
美術理論・美術史， 体 育 実技，
生理学及び衛生学， 学校保 健，
体育理論・体育史， 木材加 工，
電 気， 機 械， 食 物 学，
被 服 学， 家庭管理， 農 業，
英 語 学， 英米文 学， 教 育 学，
教 育 史， 教 育 制度， 教育社会学，
教育心理学， 発達心理学
経済学 部
経済学科
経 済 学，
財政金融論，
経 営 学，
会 計 学，
商 法，
薬 学 部
薬 学 科
薬 化 学， 薬品分析化学，生 薬 学，
薬品物理化学， 薬品合成化学， 衛 生 化 学，
薬 剤 学， 薬剤製造学， 薬品生物化学，
薬 物 学
工 学 部
電気工学科
電 気 理 論，
学
理 自動 制 御
第 51 号
鉄冶金 学，金属加工学，
学
工熱機械工作学，
計測工学
心 理 学，
音 楽，
経 済 学，
地 理 学，
物 理 学，
地 学，
フランス語， 員U規内学
倫 理 学，
文 学，
法 学，
政 治 学，
数 学，
生 物 学，
ド イツ語，
保 健 体 育 富 山大学学則 の 一 部 改 正
富山大学学則の一部を次のように改正する。
昭和39年2月25日
富山大学長
富山大学学則の一部改正
第 50条中
「工 業 化 学 科
「工 業 化 学 科
「生産機械工学科
「生産機械工学科
附 則
この学則（改正）は，昭和39年4月 1 日から実施する。
横田嘉右衛門
220名」を
240名」に，
40名」を
80名」に改める。
60名
60名
40名
40名
道学
律
富山大学工学部規程の一部改正
富山大学工学部規程の一部を次のように改正する。
昭和39年2月15日
富山大学長
富山大学工学部規程の一部改正
別表 (1 ）中，機械工学科の表の次に次の表を加える。
授 ｜単位数
44444324
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横田嘉右衛門
目
科
科
学
業
工
授
械機
duτ円LnL
dAZ円4
44 daz aιI Fhv FO
産
専攻科目
機 械工 作 法
精 密加工 学
特 殊加 工 学
工 作 機 械
金 属塑性学
塑 性加 工 学
熔 接 工 学
塑 性 力 学
計 測 工 学
精 密測 定 学
生
目科業
経済政策，
経済地理学，
簿記 学，
民 法，
史学
学
法学
済計
会
経統
商憲
社
電力工学，
2 
電 気機器，
昭和 39 年 2 月
和39年10月1日から適用する。 ただし，改正規程実施前か
ら専門教育課程に在学中の者は，従前の規程による。
qu qu no qb 
報
金属工学概論
鉄鋼 材料学
非鉄 材料学
非金属材料学 富山大学職員表彰規則の制定
富山大学職員表彰規則を次のように制定する。1 ＝会＜同体
昭和39年2月1 5日
nruda4
nL nku
a4・ 84－ 凋告 nL
富山大学職員表彰規則
第1条 富山大学（以下「本学」という。）における職員
の表彰はこの規則の定めるところによる。
第2条 この規則により表彰を受けるものは，永年勤続該
当者及び善行表彰該当者とする。
第3条 永年勤続者として表彰を受ける者は，次の各号の
1 に該当する者でなければならない。
(1) 勤続20年以上であって，勤務成績が良好な者
( 2) 勤続3 5年以上の者であって，勤務成績が良好な者
2 前項第l号の勤続期聞は，本学（包括された学校を含
む。〕 において10年以上勤務していることを要し， 本
省，直轄，所轄機関並びに国，公，私立学校における勤
続期間を通算する。
3 第 1 項第2号の勤続期聞は，本学において引続き20年
以上勤務していることを要し，その他については前項の
規定を適用する。
4 在職期閣の計算の終期は毎年5月30日とする。
第4条 善行についての表彰は，原則として本学を主体と
した善行のあった者とする。
第5条 第3条及び 第4条に該当する被表彰者は，部局長
の推せんに基づいて学長が選考し，これを表彰する。
2 永年勤続者の表彰は，毎年本学開学記念日において行
なう。
第6条 この規則に定めるもののほか表彰の実施に関し，
必要な事項は学長が定める。
附 則
この規則は，昭和39年2月15日から施行する。
※ 申合せ事項
事務系職員でかつて常勤的非常勤職員であった者の在
職期間は通算する。
横田嘉右衛門富山大学長
円JU44・nL円L
44nU
4，ム
精密機 械 設計法
機 構 学
制 御 理 論
制 御 要 素
材 料 力 学
機 械 力 学
機 械 設 計学
材 料試験法
生産機械工学特論
機械設計製図第 1
機械設計製図第2
機械設計製図第 3
生産機械工学実習
生産機械工学実験
卒 業 論 文
生産機械工学特論の単位数は，必要に応じ
て定める。
考備
｜ 単位数
24122212322244211422 
別表(1）中，機械工学科の表を次のように改める。
機 械 工 学 科
出到
関連科目
応用数 学 特 論
応 用 物 理
振 動 工 学
情 報 理 論
計 測i工 学
原 子 工 学
電 子計算 機
組 織 工 学
電気工学概論
ガ スタービン
冷凍及び空気調和
機 械 工作法
工 作 機 械
化 学 工 学
工 業 材 料
機 械 工学演習
航 空 工 学
図 学
工 業 英 語
目科業授
6444444244444422424 
自科
業
授
富山大学当直規則の制定
富山大学当直規則を次のとおり制定する。
昭和39年2月15日
1 育体
nHdAU宮
内L nU
4Eム
富山大学当直規則
（目 的）
第1条 本学に，人事院規則9-15 第l条に規定する勤務
〈正規の勤務時間以外の時間，国民の祝日及 び年末年
横田嘉右衛門富山大学長
機械工学特論の単位数は，必要に応じて定
める。
考備
学学学12学学論学学学械学学ラ機関学学論図験習文数数
力
開問
カカ理構
力
力機
れ
工
U問
機工
灯時間一特持
論
力力
工学工工
目用画業
性械御
体
体
業
熱気気燃子
械工
手料
料
械員械械
取応計工材 塑機制機水流流工伝蒸蒸内電機機機 機卒
附 則
この規程（改正〉は，昭和39年4月1日から実施し，昭
3 
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始の休暇並びに国の行事の行なわれる日 で人事院が指定
する日に本来の勤務に従事しないで行なう庁舎， 設備，
備品， 書類等の保全， 外部との連絡， 文書の収受及び庁
内の監視を目的とする勤務）を行なうため当直を置く。
（当直の種類， 勤務時間）
第 2 条 当直は， 日 直及び宿直の2 種とする。
2 日 直は午前 8 時30分 （休日 でない土曜日は， 午後零時
30分）から午後5 時までとし， 宿直は午後5 時から翌日
の午前 8 時30分までとする。
3 当直者は， その時限が過ぎても正当に引継を完了しな
いときは， 勤務を離れることができない。
（当直割）
第3条 当直は，本学勤務の職員に対し輪番に割当てるも
のとする。
第4条 当直は， 学長が命じ， 少なくとも勤務1週間前ま
でに各人に通知する。
第5条 次の各号のーに該当すると考は， その期間当直を
免除する。
( 1) 出張を命ぜられたとき
(2 ) 忌引又は引続き7 日以上の病気休暇中
(3) 配置換による着任後2週間
(4) 新任による着任後 1月間
(5) その他免除を必要と認めたとき
第6条 当直の命令を受けた職員が， 当直すべき日に病気
その他の事故により勤務ができない場合は， 主管係を経
て上司の許可を得て交替することができる。
（当直者の勤務要領）
第7条 当直者は， その勤務時間中みだりに所定の場所を
離れてはならない。
第8条 当直中， 急速の処置を要する事項が発生したとき
は， 関係上司に詳報し， その指示を受けなければならな
し、。
第9条 当直者は， 非常変災が発生したとき又は発生を予
知されるときは， 直ちに所属長その他関係者に急報する
とともに， 臨機の処置を講じなければならない。
第10条 当直中に受理した郵便物， 電報等は， 郵便物受理
簿及び当直日 誌に記載し， 当直終了のときに主管係また
は次番者に引継ぐものとする。 ただし， 急を要するもの
は， 直ちに名あて人に送付しなければならない。
第11条 当直者は， 適時巡検をなし， 就寝前は必ず庁舎内
外を巡視しなければならない。
第12条 当直中取扱った事項， 巡視の結果等は， 漏れなく
当直日誌に記録し， 上司の検聞を受けなけれ ば な ら な
し、。
（細 則）
第13条 この規則の実施について必要な事項は， 各部局に
おいてこれを定めることができる。
- 4 
学
附 則
この規則は， 昭和39年2月15日から施行する。
2 この規則の制定により， 富山大学宿日直規程 （昭和24
年12月9日 制定〕は廃止する。
富山大学警務員服務規則の制定
富山大学警務員服務規則を次のように制定する。
昭和39年2月15日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学警務員服務規則
（総 則）
第 1 条 警務員は， 会計課長 （工学部にあっては事務長。
以下同じ。 〉の指揮監督を受けて， 門衛およひ巡視の勤
務に従事する。
第 2 条 警務員は， 勤務中は常に火気盗難に格別の注意を
はらい， みだりに勤務場所を離れ， 文はすい眠等により
勤務を怠つてはならない。
第3条 警務員は， 常に容儀を正しくし， 来訪者にはもち
ろんその他の応接にも懇切を旨としなければならない。
第4条 警務員は， 常に学内の状況を熟知し， 消火器， 消
火栓， 非常持出物， 電灯点滅器， 電話等の位置及び取扱
の方法を心得 ておかなければならない。
第5条 警務員は勤務中の事項を詳細に「警務日誌」に記
載し， 会計課長の検印を受けるとともに必要事項は必ず
次番者に申しおくらなければならない。
（勤務時閣の割振り）
第6条 警務員の勤務時間の割振りについては， 別に定め
る。
（門衛勤務）
第？条 門衛の勤務を命ぜられた者〈以下「門衛勤務者」
という。 ）は， 守衛所にあって警備及び取締に従事する
とともに委託されたる各室扉のかFを保管する。
第8条 門衛勤務者は， 来訪者への応答はすべて窓口で行
ない， 係員及び関係者以外の者をみだりに守衛所内に立
入らせてはならない。
第9条 門衛勤務者は， 正門文は通用門の出入者で， その
挙動不審と認められる者があったときは， 氏名， 用件等
を尋ね， なお疑わしいときは， 会計課長文は当直員口連
絡して， その指示を受けなければならない。
（巡視勤務）
第10条 巡視の勤務を命ぜられた者（以下「巡視勤務者」
という。 ）は， 別に定めるところにより巡視を行ない庁
舎の内外及び各室の防火施設の点検を行なうほか， 学内
全般の警備及び取締に従事する。
第11条 巡視勤務者は前条のほか会計課長文は当直員から
特別の巡視個所又は特に醤戒範囲の指示を受 け た と き
は， その指示によって巡視しなければならない。
報第12条 巡視勤務者は， 巡視中特に次の事項に注意し， 異
常を認めたとき は， 臨機の処置をとるとともに， 会計課
長文は当該当直員に連絡しなければならない。
( 1) 挙動不審者の有無
(2) 火災の危険個所の有無
(3) 各室工作物の異状の有無
( 4) 建物の破損及び危険個所の有無
(5) 窓の開閉， 戸締不完全な個所の有無
( 6) 電気， 水道及びガス 等の不要消耗個所の有無
( 7 )  非常用具類の整備の有無
第13条 巡視勤務者は， 巡視中挙動不審と認められる者が
あった場合は， 氏名， 用件等を尋ね， これを取調べる必
要があるときは， 同行を求めて会計課長文は当直員に連
絡してその指示を受けなければならない。
（非常事態の処置〉
第14条 警務員は， 勤務中出火その他の非常事態が発生し
たときは臨機の処置をとるとともに直ちに会計課長又は
当直員に連絡するほか， 各通用門を厳重に警戒し， 大学
職員文は消防関係公務員その他特に必要ある者のほか通
行を禁止しなければならない。
附 則
1 この規則は， 昭和39年2月15日 から施行する。
2 との規則の制定により， 富山大学警務員規程〈昭和24
年12月2 日 制定〉は廃止する。
富山大学事務介掌内規の制定
富山大学事務分掌内規を次のように制定する。
昭和39年2月10日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学事務分掌内規
富山大学事務組織規程第4条の規定に基づき， この内規
を定める。
第 1章 事 務 局
第 1 条 庶務課の所掌事務を次のように分掌する。
庶 務 係
( 1) 儀式， 会議及び行事に関すること。
(2) 名誉教授の称号に関すること。
(3) 出張， 休暇及び勤務時閣の管理に関すること。
(4) 宿日 直に関すること。
(5) 渉外事務に関すること。
( 6) 在外研究員， 内 地研究員及び外国出張に関するこ
と。
( 7) 科学研究費に関すること。
( 8) 学術団体との連絡に関すること。
(9) 他課及び他係に属しないとと。
人 事係
(1) 職員の任免， 分限及び懲戒に関すること。
(2) 職員の定員に関すること。
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( 3) 職員の給与に関すること。
( 4) 職員の服務及び勤務評定に関すること。
文 書 係
( 1) 公印の管守に関すること。
(2) 文書の収発， 編集保存に関すること。
( 3) 文書の浄書に関すること。
(4) 文書の形式， 様式その他用語の統一に関すること。
(5) 諸規則の制定， 改廃に関す忍こと。
( 6) 職員の各種証明に関すること。
( 7) 指定統計等に関するとと。
(8) 大学要覧， 学報等に関すること。
職 員 係
( 1) 扶養手当， 通勤手当に関すること。
(2) 長期給付及び退職手当に関すること。
( 3) 人事記録の作成及び保存に関すること。
(4) 公務災害補償に関すること。
(5) 職員団体に関すること。
( 6) 職員の研修に関すること。
(7) 職員の健康管理及び福祉に関すること。
( 8) 職員の栄典及び表彰に関すること。
(9) 職員の宿舎の選考に関すること。
第 2 条 会計課の所掌事務を次のように分掌する。
総 務 係
( 1) 会計官吏の公印の管守に関すること。
(2) 会計の諸規程に関すること。
(3) 会計事務の監査に関すること。
( 4) 会計課の庶務に関すること。
(5) 他係に属しないこと。
司 計 係
(1) 予算（文教施設整備費， 防火施設整備費及び災害
復旧費を除く。 〉に関すること。
(2) 決算に関すること。
(3) 支出負担行為の確認に関すること。
(4) 支出負担行為計画及び支払計画に関すること。
(5) 計算証明に関すること。
出 納 係
(1) 債権の管理に関すること。
(2 ） 歳入に関すること。
( 3) 歳入歳出外現金出納に関すること。
(4) 前渡資金の出納保管に関すること。
(5) 給与，旅費及び謝金の支払負担行為に関すること。
( 6) 所得税及び 地方税の源泉徴収に関すること。
(7) 小切手の振出及び整理に関すること。
(8) 共済組合の出納に関すること。
(9) 科学研究費等の経理に関すること。
(10) 奨学資金の出納に関すること。
用 度 係
(1) 物品及び役務の支出負担行為に関すること。
第51号
(2) 物品の管理に関すること。
( 3) 歳入の原因となる契約に関すること。
(4) 科学研究費等に係る物品の購入に関すること。
( 5) 物品の寄附受納に関すること。
(6) 自動車の管理及び運行に関すること。
(7) 労務作業に関すること。
( 8) 警備及び清掃に関すること。
管 財 係
( 1) 固有財産に関すること。
(2) 公務員宿舎に関するとと。
(3) 寄附受納に関すること。
(4) 防火防災に関すること。
共済組合係
( 1) 組合員の資格の得喪及ひe被扶養者の認定に関する
こと。
(2) 短期給付に関すること。
( 3) 共済組合の経理（短期， 業務， 保健， 医療， 及び
貸付）に関すること。
(4) 共済組合の福祉事業に関すること。
( 5) 診療所の運営に関すること。
第3条 施設課の所掌事務を次のように分掌する。
企 画 係
( 1) 施設の整備計画に関すること。
(2) 予算（文教施設整備費， 防火施設整備費及び災害
復旧費）に関すること。
(3) 工事の支出負担行為に関すること。
(4) 建物及ぴ工作物の調査に関すること。
(5) 他係に属し ないこと。
営 繕 係
( 1) 建物， 工作物の設計に関すること。
(2) 工事の積算に関すること。
(3) 工事の施工に関すること。
(4) 工事の検査に関すること。
( 5) 土 地の測量に関すること。
(6) 電気施設の保全及びその安全管理に関すること。
(7) 建築基準法に基づく処理に関すること。
第2章 学 生 部
第4条 学生課の所掌事務を次のように分掌する。
学 生 係
(1) 学生の補導に関すること。
(2) オリエン．テーションに関すること。
(3) 学生の課外教育に関すること。
(4) 学生の集会に関するとと。
( 5) 学生団体の補導に関すること。
(6 )  学生の掲示， 印刷物等に関すること。
(7) 学生の賞罰に関すること。
( 8) 学生の課外活動の施設， 設備の整理に 関 す る こ
と。
- 6 
学
(9) 他課及び他係に属し ないこと。
教 務 係
( 1) 教育課程に関すること。
(2) 入学及び卒業に関すること。
( 3) 在学誓書及び保証人に関すること。
(4) 休学， 退学及び転学に関すること。
(5) 学生募集及び入学試験に関すること。
( 6) 学籍及び指導要録に関すること。
(7) 学生の出欠調査に関すること。
( 8) 学生の課外実習に関するとと。
(9) 専攻生， 聴講生， 研究生及び外国人学生に関する
こと。
(lQ) 卒業生に関すること。
第5条 厚生課の所掌事務を次のように分掌する。
厚 生 係
( 1) 学生の経済相談に関すること。
(2) 寄宿寮に関すること。
( 3) 学生のアルバイト及び宿所のあっせんに関するこ
と。
(4) 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関する
こと。
(5) 学生の奨学に関すること。
(6) 授業料の減免分延納に関すること。
(7) 学生及び卒業生の職業指導， 並ひ℃就職あっせん
に関すること。
( 8) 学生の諸証明に関すること。
(9) 学生の生活調査に関すること。
( 10) 他係に属し ないこと。
保 健 係
( 1) 学生の保健衛生管理に関すること。
(2) 保健施設及び設備の管理運営に関すること。
( 3) 健康診断に関すること。
(4) 学校保健統計調査に関すること。
第3章 学部及び附属図書館
第6条 各学部事務部の所掌事務を次のように分掌する。
庶 務 係
( 1) 儀式， 会議及び行事に関すること。
(2) 公印の管守に関すること。
( 3) 文書の収発， 編集， 保存に関すること。
(4) 文書の浄書に関すること。
( 5) 出張， 休暇及び勤務時間の管理に関すること。
(6) 宿日 直に関すること。
(7) 職員の各種証明に関すること。
( 8) 渉外事務に関すること。
(9) 公開講座等に関すること。
(10) 任免， 分限， 懲戒及び服務に関すること。
(1 1)' 給与に関すること。
(12) 長期給付及び退職手当に関すること。
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( 13) 公務災害補償に関すること。 ( 14) 入学及び卒業に関すること。
(14) 教員組織審査に関すること。 ( 15) 休学， 退学， 転学及び転部， 転科に関すること。
(15) 人事記録の作成及び保存に関すること。 (16) 学生及び卒業生の進学に関すること。
(16) 内 地研究員及び在学研究員に関すること。 ( 17) 入学者の選抜に関すること。
(17) 各種団体との連絡に関すること。 (18) 指導要録に関すること。
(18) 職員の健康管理及び福祉に関すること。 (19) 成績評価， 課程の修了及び卒業の認定に関するこ
( 19) 栄典及び表彰に関すること。 と。
(20) 諸規則の制定， 改廃に関すること。 (20) 出欠調査に関すること。
(21) 調査及び統計に関すること。 (21) 教育実習， 学外実習及び見学旅行に関すること。
(22) 科学研究費等に関すること。 (22) 専攻生， 聴講生， 研究生及び外国人学生に関する
(23) 職員の研修に関すること。 こと。
(24) 他係に属しないこと。 (23) 学生の経済相談に関すること。
会 計 係 (24) 寄宿寮に関すること。
( 1 )  会計に属する企画及び調査に関すること。 (25) 学生アノレバイト及び宿所のあっせんに 関 す る こ
(2 ) 会計監査に関すること。 と。
( 3 )  計算書， 報告書及び統計の 作成に関すること。 (26) 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関する
( 4〕 共済組合（長期給付を除く。 ）に関すること。 こと。
( 5 )  予算決算に関すること。 (27) 学生の奨学に関すること。
( 6 )  支出負担行為計画に関すること。 (28) 授業料の減免分延納に関すること。
(7〕 諸収入に関すること。 (29) 学生及び卒業生の職業指導， 並びに就職あっせん
( 8 ) 現金の出納保管に関すること。 に関すること。
(9) 科学研究費等の経理に関すること。 (30) 学生の諸証明に関すること。
( 10) 給与及び旅費等の支払に関すること。 (31) 学生の生活調査に関すること。
(11) 物品の管理に関すること。 (32) 学生の保健及び衛生管理に関すること。
( 12) 営繕に関すること。 (33) 保健施設及び設備の管理運営に関すること。
(13) 寄付に関すること。 (34) 健康診断に関すること。
(14) 農場及び薬草園等の経営に関すること。 (35) 所掌事務の調査統計に関するとと。
(15) 自動車の管理及び運行に関すること。 第7条 附属図書館事務部の所掌事務を次のように分掌す
(16) 労務作業に関すること。 る。
(17) 国有財産の保全に関すること。 総 務 係
(18) 公務員宿舎の保全に関すること。 ( 1 )  会議及び行事に関すること。
(19) 防火その他災害対策に関すること。 (2) 公印の管守に関すること。
(20) 警備に関すること。 ( 3) 文書の収発， 編集保存に関すること。
学 務 係 ( 4 )  文書の浄書に関すること。
( 1 )  学生及び学生団体の補導に関すること。 (5) 出張， 休暇及び勤務時間の管理に関すること。
(2 ) オリエンテーションに関するとと。 c 6) 任免， 分限， 懲戒及び服務に関すること。
( 3 )  学生の課外教育に関すること。 (7) 給与に関すること。
( 4 )  学生の集会に関すること。 ( 8 ) 長期給付及び退職手当に関すること。
(5) 学生の掲示， 印刷物等に関すること。 ( 9 ) 公務災害補償に関すること。
c 6 )  学生の懲戒に関すること。 (10) 人事記録の 作成及び保存に関すること。
( 7 )  学生の課外活動の施設， 設備の監理に 関 す る こ (1 1) 職員の健康管理及び福祉に関すること。
と。 (12) 栄典及び表彰に関すること。
( 8 )  学生の願及び届に関すること。 (13) 調査及び統計に関すること。
( 9 ) 学生の郵便物， 遺失物等に関すること。 (14) 防火その他災害対策に関すること。
(10) 教育過程及び履修に関すること。 ( 15) 分館との連絡に関すること。
(11) 授業時間の配当に関すること。 (16) 渉外事務に関すること。
(12) 休講及び補講に関すること。 ( 17) 国有財産に関すること。
(13) 教室の割当整備に関すること。 (18) 物品の管理に関すること。
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(19) 予算決算に関すること。
(20〕 他係に属しないこと。
整 理 係
(1) 資料の支出負担行為に関すること。
(2) 寄贈資料等の受入れに関すること。
(3) 登録に関すること。
( 4) 分類に関すること。
(5) 目録作成に関すること。
( 6) 印刷目録作成に関すること。
(7) 製本及び修理に関すること。
(8) 資料の調査統計に関すること。
閲 覧 係
( 1) 閲覧及び貸出しに関すること。
(2) カードの配列に関すること。
(3) 視聴覚資料の利用に関すること。
( 4) 目録の検索， その他資料利用についての指導及び
参考事務に関すること。
(5) 図書の保管に関すること。
( 6) 文献複写に関すること。
(7) 閲覧， 貸出しに関する各種統計に関すること。
第8条 附属学校及び附属図書館分館の事務室の所掌事務
は， それぞれの事務部の所掌事務に準ずる。
附 則
1 この内規は， 昭和39年2月 10日から施行する。
2 この内規の施行により従前の富山大学学部事務分掌規
程（昭和35年 3月 15 日 制定）は廃止する。
3 旧制の学校並びに廃止された学科に関する事務は， 次
の区分により部局事務に準じてこれを行う。
文理学部 元富山高等学校
元富山県立富山高等学校
教育学部 元富山師範学校及びその前身学校並びに附
設教員養成所
元富山青年師範学校
元富山県立青年学校教員養成所
元富山県立実業補修学校教員養成所
経済学部 元文理学部経済学科
元高岡経済専門学校
元高岡高等商業学校
薬 学 部 元富山薬学専門学校
元富山県立薬学専門学校及びその前身学校
工学 部 元高岡工業専門学校
富山大学金庫管守要項の制定
富山大学金庫管守要項を次のように制定する。
昭和39年2月 5 日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学金庫管守要項
学
文部省会計事務取扱規程〈文部省訓令第1号〉第44条の
規定に基き， 富山大学の金庫の管守責任者を定め， 及び金
庫の取扱を安全， かっ， 確実に実施するため， この要項を
制定する。
（用語の定義）
第 1 条 この要項において「金庫」とは， 事務局会計課に
おく金庫，並びに文理学部，教育学部，薬学部，工学部，
問属図書館， 附属学校及び経営短期大学部（以下「各部
局」という。） の会計係 （附属図書館にあっては総務
係， 附属学校にあっては事務室， 経営短期大学部にあっ
ては総務係）におく金庫をいうものとする。
（金庫管守責任者）
第 2 条
(1) 
(2) 
金庫の管守責任者は， 次のとおりとする。
事務局会計課金庫…・・……会計課出納係長
各部局各係金庫…・・・文 理 学 部1
教 育 学 部 ｜
経 済 学 部 ；会計係長
薬 学 部 ｜
工 学 部ノ
附属図書館 総務係長
附属 学 校 事務主任
経 営 短 期
大 学 部 総務係長
（事務局の金庫の保管内容及び取扱）
第3条 金庫には， 小切手帳， 現金， 公債証書及び官印そ
の他の貴重品， 並ひ’に小切手の原符及びその他の貴重書
類を保管する。
第4条 金庫に格納する小切手帳， 現金， 公債証書及びそ
の他の貴重品を保管する手提金庫の鍵は， 管守責任者が
保管する。
第5条 金庫に格納する官印のうち， 会計課長の官印保管
箱の鍵は会計課長が保管し， 出納官吏関係の官印保管箱
の鍵は管守責任者が保管する。
第6条 金庫の施錠は， 管守責任者が行なうものとする。
第7条 金庫の施錠後の点検は会計課長が行い， ダイヤJレ
を回転するものとする。
第8条 金庫の鍵は， 会計課長と管守責任者が保管する。
第9条 会計課長に事故ある場合は第5 条及び第7条の規
定による職務を会計課長補佐が代行し， 管守責任者に事
故ある場合は第 4条及び第6 条の規定による職務を会計
課総務係長が代行するものとする。
（各部局の金庫の保管内容及び取扱）
第10条 各部局の金庫には， 官印， 現金， その他の貴重品
及び重要書類を保管する。
第11条 各部局の金庫に格納する官印， 現金， その他の貴
重品等を保管する手提金庫の鍵は， 管守責任者が保管す
る。
第12条 各部局の金庫の施錠は， 管守責任者が行うものと
8 -
第13回 評 議
（報告事項）
学生の懲戒について
第3 1回国立大学協会総会について
第16回文理学部関係国立大学長協議会について
試験問題作成委員の委嘱について
卒業認定評議会の日時について
富山高専出願者の現況について
富山高専事務長の発令について
昭和 39 年 2 月
する。
第13条 各部局の金庫の施錠後の点検は， 当該事務長（附
属学校にあっては事務主任をおく学校の教頭） が行い，
ダイヤJレを回転するものとする。
第14条 各部局の金庫の鍵は， 当該事務長（附属学校にあ
つては事務主任をおく学校の教頭）及び管守責任者が保
(2月 14日）A :z;; 
1. 
2. 
3 . 
報
4. 
5. 
6 . 
管する。
附 則
この要項は， 昭和39年2月 5白から施行する。
第14回 評
（議 題）
教官人事について
富山大学における規則j等の制定に関する規則の制定に
ついて
3. 富山大学の名儀等使用に関する許可基準の制定につい
て
（報告事項）
教官の昇任について
入試志願者状況について
国立学校特別会計制度について
国立学校の講座等に関する省令について
学生急増対策について
38年度歳出予算追加配当について
7. そ の 他
第1 回 協 議
（議 題）
附属図書館長の選出について
7. 
(2月 29日〉会議
( 2月 14日〉
会
1. 
2. 
1. 
aaτmhu
nhu 
2. 
3. 
第12回 評
（議 題）
教官人事について
富山大学工学部規程の一部改正について
。 職員表彰規則の制定について
当直規則の制定について
警務員服務規則の制 定について
防火管理規程の制定について
7. 昭和38年度卒業式ならびに昭和39年度入学式について
（報告事項）
第31回国立大学協会総会について
昭和39年度概算要求の内示について
そ の 他
之』ココ＝
議
議
( 2月 7 日）
会
諸
" 
" 
。
1. 
2. 
－－－ aaτRU
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1. 
2. 
3. 
1. 3. 
動
異
事人
庁令
文部 省
" 
。
" 
。
’2 
" 
" 
。
富山大学
｜ 発令年月 日 ｜ 発
｜ ぬ 2. 20 1 
｜ ぬ 2. 16 1 
I " I 
I 39. 3. 1 I 
I " I 
I " I 
I " I 
I " I 
I " I 
I " I 
I " I 
日’廿内動異名氏
附属図書館長に併任する知忠岡浅
教授に昇任させる信文
中
田
。治秀瀬石
" 毅島児
申吉太郎沼須
助教授に昇任させる純田平
" 
" 彦重谷大
。イ彦田飯
講師に昇任させる病来リ本藤
」
現 官 職
今工 学 部宇
助 教 授
（経 済 学 部）" 
助 教 授
（文理 学 部）
。
夫和藤後" 
" 
" 
9 
助手に昇任させる備畠
昭和39年 2 月 宇品.I,
現 官 職｜氏 異 動 内 ，廿チヲ ｜発令年月日］ 発 令庁
キ工
部
学
技
部rl宮谷大作｜助手に昇任させる
// 1品川不二雄｜
｜加 藤 勉 助手 （工学部）に採用する ，， ，， 
今工撃部手｜山口紀明｜辞 職を承認する
学 内 諸 報
昭和39年度入学志願者数等調
分区 募集 志願 昭和38 年 度
学
部
学 科 倍率 募人集員 ｜｜ 志者願数 ｜｜ 倍率人員 者数
文学科 40 342 8.55 40 408 10.20 
文理 一
理学科 60 286 4.77 60 329 5.48 
学部
小 計 100 628 6.28 100 737 7.37 
初教育等科 90 359 3.99 90 243 2.70 教育
教
中
育等科 75 417 5.56 75 387 5.16 学部
小計 165 776 165 630 3.82 
韓！撃事［ 1�
刊
1唖
訂
6. 田l
ず｜薬学科 633 7 .88 
工電学科気 40 171 4.28 40 1�1� 工 工化学科業 60 210 3.50 60 工金学属科 40 112 2.80 40 学
生工－
構工
産2
構
三
繊科
週械
50 199 3.98 50 201 4.02 一一
部 40 127 3.18 40 :;1 :::: 小計 230 819 3.56 230 
メ日益、 吋3，吋 5寸 吋4，刈5.73、
1a�＝1野草I soj 211j 2.叶 sol判2.sol
学内囲碁・将棋・麻雀大会
本学レクリエーション文化娯楽部会 の運営による囲碁・
将棋および麻雀大会 は，下記のとおり 職員ホールでそれぞ
れ開催された。競技結果は次のとおり。
記
①囲 碁 （ 2 月20・21日
Aプロック優勝 奥弁
。 次勝 斉藤
9時～〉 22名参加
信夫 （施設）
茂男（教育〉
I 39. 2.29 I 
Bブロック優勝 高山藤一郎〈工）
。 次勝 泉 三郎（ " ) 
骨
②将 棋 ( 2 月20日 9時～） 6名参加
優 勝 大坪 力蔵（会計）
次 勝 森田隆夫（ 経済）
＠麻 雀 (3月7 日 13時～） 38名参加
優 勝 渡辺国男（会計〉
次 勝 加藤昭作（ // ) 
共済組合連協の卓球大会
富山共済組合支部連絡協議会 のレクリエーション・卓球
大会 は次のように聞かれ， 本学チームが優勝した。
記
とき2 月29日（ 土） 12時30分～
ところ 富山南部中学校
競技結果 優勝＝富山大学
3 I 
1 I 3 3 
510 51 0 1 14 
「l 「寸 ｜｜
公 検 大 警 裁 基
喜 察 判 準 務 陸
校 庁 学 察 所 局 局 荘
[!C!J 布村教授の逝去
本学教育学部教授布村安弘氏は，かねて肺結核のため富
山市民病院五福分院で療養中のところ，2 月6 日 午後2 時
20分間院にて逝去された。享年 64才。
葬儀は 同月8 日 午前11時 から岡市五福長光寺でいとな’ま
れたが，天皇陛下から祭楽料が霊前に賠られた。
また，生前 の功を称え，正4位に叙し，併せて勲4 等に
叙し瑞宝章が贈与された。
故教 授 は，京都帝大文学部卒，昭和25年 富山師範教授を
へて本学教育学部教授となり，社会科〈日本史学）を担当
されていた。
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報主 要 日 誌
本 部 ｜
2月 3日 職員宿舎委員会
。 本部職員定期健康診断
7日 評議会 （第12回）
。 学部長懇談会
8日 富山高専入学願書〆切
10日 開学15周年記念準備委員会
11日 事務協議会
。 大学入学願書受付 （20日まで〉
12日 富山地区官公庁連絡協議会
13日 給与実態調査説明会 （金沢国税局）
14日 協議会 （第 1 回）
。 評議会 （第13回〉
15日 補導協議会
20日 高専入試説明会
19・初日 全国厚生補導研究集会 （慶応大学〉
20 ・21日 全国大学学生部長会議
21日 学内囲碁・将棋大会
22・23日 富山高専入試 （芝圏 中， 富山 中部高〉
24日 指定統計調査ブロック説明会 （名古屋大〉
I/ 15周年記念準備委員会
29日 評議会 （第14回）
。 R連盟囲碁・将棋大会 （県職員会館）
。 共済組合支部連協の卓球大会 （富山南 中〉
｜文理学部｜
2月 5日 学部図書委員会
I/ 教授 会
。 人事教授会
11日 学部係長会議
12日 文理学部同窓会理事会
。 理学科会議
19白 人事教授会
26日 文学科会議
28日 教 授 会
｜教育学部｜
2月 1日 附属学校入学願書受付 (10日まで）
5白 人事教授会
6日 布村教授逝去
8目 。 葬儀
第 51号
13日 附属小学校入学テスト
15日 ，， 幼稚園入園 。
16日 。 中学校入学 。
17日 選考委員会
18日 大学問題対策委員・教務委員合同会議
19日 教務委員会 教授会
。 補導・教務合同委員会
26日 人事教授会
｜経済学部｜
2月 1日 経済学講座教宮会議
6日 38年度学期末試験 （17日まで）
I/ 選考委員会
11日 職業補導委員会
13日 教務委員会
。 教授会 （第18回）
15白 人事教授会
17日 財務委員会
27日 教務委員会
I/ 教授会 （第四回）
I/ 財務委員会
｜薬 学 部 ｜
2月 1日 卒 業予健会 （北日本新聞大ホーJレ）
3日 39年度大学院薬学研究科 （第 2次募集）願書受
付開始 （ 3月 6日まで）
6日 千葉大学薬学部事務長池間馨，庶務係長小藤間
幾夫の両氏来学
10日 教授会， 大学院薬学研究科委員会
13臼 教官と学生との懇談会
19日 講座主任会議， 教授会
21日 特別講演「最近の薬事情について」
（講師・日本薬剤師会副会長不破龍登代氏）
22日 後学期授業終了
24日 3年次学生繰上げ試験
28日 薬学部長候補者選挙
｜工 学 鶴 ｜
2月24日 専任教授会
25日 。
26日 専任教授会及び一般教授会
｜附属図書館｜
2月11日 図書館商議会 （第 4 回）
20日 浅間館長発令
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｜経営短期大学部｜
2月 3～8日 後学期々末試験
5日 教官会議
13日 卒業予銭会（学友会主催〉
18～ 27日 入学願書受付（志願者 217名， 内女 25名）
職 員 消 息
＜住所変更＞
経済学部
事務官 奥田 雅子
工 学 部
助 手 吉川 和 男
＜電話開設＞
教育学部
助教授 立島 L譲
" 松為 周従
昭和 39 年4月 20 日
印刷所 安 倍 印 刷 臨
円A4i 
